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玉
椿
の
祭
り

心
尽
く
し
接
待

玉
列
神
社
（
桜
井
市
）

莢莢

莢莢

玉
列
神
社
の
本
殿
‖
桜
井
市
慈
恩
寺
で

玉
列
神
社
は
「
延
喜
式
神

名
帳
」
に
も
記
載
さ
れ
、

旧
伊
勢
街
道
の
初
瀬
谷
で
最

古
の
神
社
と
伝
わ
り
ま
す
。

祭
神
の
玉
列
王
子
神
は
、

三
輪
の
大
物
主
大
神
の
御

子
神
で
、
円
満
成
就
、
延
命

長
寿
の
神
様
と
し
て
尊
ば
れ

て
い
ま
す
。

一
説
に
は
雄
略
天
皇
の
泊

瀬
朝
倉
宮
伝
承
地
の
間
近

に
鎮
座
す
る
こ
と
か
ら
大
和

王
権
の
三
輪
山
祭
祀
の
南
麓

拝
所
と
も
伝
わ
り
ま
す
。
ま

た
「
万
葉
集
」
に
「
つ
ら
つ

ら
椿
」と
歌
わ
れ
る「
玉
椿
」

の
名
所
で
、
毎
年
３
月
に
開

催
さ
れ
る
「
椿
ま
つ
り
」
で

は
、
地
元
の
方
に
よ
る
心
尽

く
し
の
接
待
が
あ
り
、
終
日

参
拝
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

本
殿
は
明
治
時
代
に
再
建

さ
れ
た
三
間
社
春
日
造
で
、

境
内
に
は
安
永
年
間
（
１
７

７
２
〜

年
）
建
立
の
石
鳥

居
、
江
戸
時
代
中
期
に
寄
進

さ
れ
た
石
灯
籠
や
狛
犬
が
あ

り
ま
す
。

特
に
「
金
色
の
御
砂
」
は

商
売
繁
盛
を
は
じ
め
土
地
や

家
屋
の
お
は
ら
い
に
も
霊
験

あ
ら
た
か
と
さ
れ
、
火
難
除

け
な
ど
招
福
の
し
る
し
と
し

て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
拝
殿

に
上
が
る
石
段
脇
に
は
「
誕

生
石
」
と
呼
ば
れ
る
磐
座

が
あ
り
、
「
子
宝
石
」
と
慕

わ
れ
て
い
ま
す
。

境
内
か
ら
は
神
武
天
皇
ゆ

か
り
の
鳥
見
山
を
は
じ
め
、

多
武
峰
や
朝
倉
富
士
と
い
わ

れ
る
外
鎌
山
も
望
め
、
「
こ

も
り
く
の
泊
瀬
」
と
「
万
葉

集
」
に
歌
わ
れ
た
古
代
の
情

景
に
ゆ
っ
く
り
と
浸
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

田
中
孝
憲
）

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
桜
井
市
慈
恩
寺
３
８
３

（
祭
神
）
玉
列
王
子
神

（
交
通
）
近
鉄
大
和
朝
倉
駅
か
ら
徒
歩
約

５
分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
無

（
電
話
）
０
７
４
４
・

・
６
７
３
８


